
 

苫小牧市自然環境保全条例の概要 

 

（目的）第１条 

苫小牧市における自然環境の保全と回復育成 

 

（自然環境保全基本方針）第６条 

昭和５３年４月に、苫小牧市自然環境保全基本方針を策定 

 

（自然環境保全地区の指定)第７条 

トキサタマップ湿原地区、勇払川旧古川地区、樽前ガロー地区、ウトナイ沼南東

部砂丘地区、沼ノ端拓勇樹林地区の５地区 

 

（保存樹木及び保存樹林の指定）第８条 

保存樹～植苗小の「キタコブシ」１本、樽前小の「クリ」２本 

保存樹林～若草小の樹木９３本（ハルニレなど） 

 

（緑地保全のための開発行為の規制）第１８条 

５００平方メートル以上の伐採を伴う開発行為 

 

（自然環境保全審議会）第２０条 

委員１８人以内、任期２年 

この条例により権限とされた事項及び市長が諮問する事項の調査、審議を行う。

（第６条、第７条、第８条の指定等は審議会の意見を聞かなければならない。） 
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苫小牧市自然環境保全地区 

良好な自然景観、良好な緑地を形成している区域及び動植物の生息・生育地

などのうち、自然的社会的諸条件から、その保全を図ることが必要な地域を「苫

小牧市自然環境保全条例」（昭和 49.6.11 条例第 12 号）に基づき、保全地区と

して、現在、5か所（延 132.9ha）を指定しています。 

 

① トキサタマップ湿原地区（面積 45.5ha 市有地）【昭和 51 年 3 月 10 日指定】 

 
 

② 勇払川旧古川地区（面積 11.1ha 国有地・市有地）昭和 51 年 3 月 10 日指定】 

 
 

③ 樽前ガロー地区（面積 8.6ha 国有地・私有地）【昭和 54 年 4 月 10 日指定】 

 
 

 

 

 

 

ウトナイ湖に直接流入するトキ

サタマップ川が湿原の中を流れ、

アオサギ、コヨシキリなど数多く

の野鳥が生息し、ハンノキ、キタ

ヨシに代表されるウトナイ湖西

部に広がる低層湿原です。 

勇払川の河川改修で三日月形に

残された部分とその周りの樹林

地で、中には樹齢 200 年近い高さ

15 m ほどのミズナラ、ハリギリ

などがあり、今なお原始の姿を思

わせます。 

樽前川の流域に形成されている

両岸の切り立った岩壁には、エビ

ゴケ、オオホウキゴケなど 60 種

類以上のコケ類が「じゅうたん」

を敷きつめたようにはりつき、特

異な景観を見せています。また、

水量も豊かで、ヤマセミ、キセキ

レイなどの渓流性の野鳥も見ら

れます。 
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④ ウトナイ沼南東部砂丘地区（面積 64.5ha 市有地・国有地）【平成 2 年 6 月

15 日指定】 

 
 

 

 

 

⑤ 沼ノ端拓勇樹林地区（面積 3.2ha 市有地）【平成 7年 2月 21 日指定】 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

勇払原野の生い立ちを物語り、砂

丘群が分布する地域で、高山性の

ハナゴケ類、海岸性のハマナス、

低地性のハスカップ、草原性のエ

ゾコゴメグサなど、これらが混在

した植生は特異な景観を見せて

おり、学術的にも貴重な地区で

す。また、ウトナイ湖に隣接して

いることから、鳥類も非常に豊富

です。 

昭和初期以来、酪農を中心とした

開拓地の防風林の一部で、ミズナ

ラ、ハンノキなどの高木をはじ

め、ノリウツギ、クロミノウグイ

スカグラ（ハスカップ）などの低

木が見られ、市街地近郊にもかか

わらず、自然の状態で残ってい

る。森林性に富んだ良好な樹林地

であり、その存在は貴重な地区で

す。 
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（１）令和３年度における自然環境保全事業の実施状況について 

 

 

●勇払川旧古川地区 藻刈り（参考 別紙１） 

 

  勇払川の河川改修で三日月形に残された部分とその周りの樹林地である当 
地区について、放置したままにしておきますと水草が溜まってしまい、腐敗や

悪臭等、環境への悪影響をもたらすことから、毎年１回の藻刈り業務を実施し

ております。 
 

 

●沼ノ端拓勇樹林地区 草刈り（参考 別紙２） 

 

  市街地に位置する当地区について、放置したままにしておきますと歩道に 

雑草等が侵食し、歩行に支障が生じてしまうことから、毎年１回の草刈り業務 

を実施しております。 
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【令和３年度勇払川旧古川地区 藻刈り状況】         別紙１ 

 

 

       【着工前】                   【着工後】  
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【令和３年度拓勇樹林地区 草刈り状況】              別紙２ 

 

 

       【着工前】                 【着工後】 
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本

地
区

の
特

色
の

一
つ

で
あ

る
岩

壁
、

岩
塊

上
に

付
着

し
て

い
る

蘚
苔

類
に

つ
い

て
は

、
エ

ビ
ゴ

ケ
と

オ
オ

ホ
ウ

キ
ゴ

ケ
が

優
先

し
群

落
を

形
成

 
植

物
で

は
、

希
少

種
と

し
て

バ
ア

ソ
ブ

、
ク

モ
キ

リ
ソ

ウ
、

イ
ワ

オ
モ

ダ
カ

等
が

み
ら

れ
る

 
鳥

類
で

は
、

ヤ
マ

セ
ミ

、
キ

セ
キ

レ
イ

、
カ

ワ
ガ

ラ
ス

を
は

じ
め

と
す

る
深

山
、

渓
流

生
の

野
鳥

が
生

息

樽
前

ガ
ロ

ー
の

形
成

及
び

自
然

環
境

に
つ

い
て

環
境
衛
生
部
環
境
生
活
課

○
樽

前
山
の

1
6
6
7（

江
戸

時
代

寛
文

7
）

年
大
噴
火
の
火

砕
流
堆

積
物
を
水
の

流
れ
が
侵

食
し
て
形

成
し
た

ガ
ロ
ー
（
両
岸
が
絶

壁
に
な

っ
て

い
る
と
こ
ろ

）
と
呼
ば

れ
る
ゴ
ル

ジ
ュ
※

地
形
が

続
い
て
い
る
地
域

○
切

り
立
っ

た
岩
壁
に

は
6
0種

類
以
上
の
コ
ケ
類

が
「
じ

ゅ
う
た
ん

」
を
敷
き

つ
め
た
よ

う
に
張
り

付
き
、

さ
ら
に

両
岸
周
辺
に
天
然

林
が
見

ら
れ
る
な
ど

特
異
な
自

然
景
観
を

形
成

※
ゴ
ル
ジ
ュ
・
・
・
ゴ
ル
ジ
ュ
と
は
、

せ
ま
く
切
り
立
っ
た
岩
壁
に
は
さ
ま
れ

た
谷
の
こ
と
で
、
日
本
で
は
ノ
ド
や
廊

下
な
ど
と
呼
ば
れ
る
。

ゴ
ル
ジ
ュ
は
ノ
ド
を
意
味
す
る
フ

ラ
ン
ス
語
（
国
土
地
理
院
資
料
「
安

全
な
登
山
の
た
め
の
読
図
」
よ
り
）

峡
谷

の
形

成
過

程
（
N

H
K

fo
r

S
ch

o
ol

「
V

字
谷

の
で

き
方

」
よ

り
抜

粋
）

エ
ビ
ゴ
ケ

オ
オ
ホ
ウ
キ
ゴ
ケ

バ
ア
ソ
ブ

ク
モ
キ
リ
ソ
ウ

ヤ
マ
セ
ミ

キ
セ
キ
レ
イ

カ
ワ
ガ
ラ
ス

○
類

似
の
景

観
と
し
て

「
苔
の

洞
門
（

千
歳
市
）
」
が
あ

る
が
、

現
在
は
立
入

禁
止
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樽
前

ガ
ロ

ー
の

自
然

環
境

保
全

地
区

指
定

に
つ

い
て

・
昭
和

52
年

8月
～

市
が
専
門

家
に
樽

前
ガ
ロ

ー
の
環
境

調
査

を
依
頼

・
昭
和

52
年
1
0月

～
環
境
調
査

の
結
果

を
苫
小

牧
市
自
然

保
全

審
議
会
に
報

告

・
昭
和

54
年

2月
～

自
然
環
境

保
全
地

区
に
指

定
す
る
た

め
、

審
議
会
に
諮

問

・
昭
和

54
年

3月
～

審
議
会
か

ら
指
定

す
る
こ

と
を
適
当

と
認

め
る
旨
の
答

申

・
昭
和

54
年

4月
～

市
内
で

3番
目

の
自
然
環
境
保
全
地

区
に

指
定

・
樹
木
の

伐
採
等
に

対
し
て

は
、
規

制
、
監
視
等
を
行

い
、
自

然
景
観
の
保

護
、
質

的
充
実
に

努
め

る
こ
と

・
植
生
の

保
護
、
ゴ

ミ
の
不

法
投
棄

の
防
止
に
努
め
、

観
賞
者

の
安
全
確
保

等
の
措

置
を
講
ず

る
こ

と

・
自
然
環

境
保
全
に

関
す
る

教
育
及

び
啓
発
活
動
の
推

進
を
積

極
的
に
図
る

こ
と

・
川
の
両

岸
が
絶
壁

と
い
う

特
異
な

地
形
に
な
っ
て
お

り
、
岩

壁
上
に
貴
重

な
コ
ケ

類
等
が
付

着
し

て
い
る

。
ま

た
、
四
季

を
通
じ
景

観
が
優

れ
て
お

り
、
自
然
環
境
保

全
地
区

と
し
て
保
全

を
図
る

必
要
が
あ

る
。

１
経
過

２
答
申
（
概
要
）

３
指
定
理
由

（
概
要
）

環
境
衛
生
部
環
境
生
活
課
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苫
小

牧
市

自
然

環
境

保
全

地
区

に
つ

い
て
（

参
考

）

・
苫
小
牧

市
自
然
環

境
保
全

条
例
（

第
７
条
）

自
然
環

境
の
保
全

を
図
る

こ
と
が

特
に
必
要
な
地
区

を
指
定

で
き
る

（
1）

森
林

、
山
岳
、
草

生
地
、
丘
陵

、
渓
谷
、
湖
沼
、
湿

原
、

河
川
、
海
浜

等
が

所
在
し
、
良

好
な
自

然
景

観
を

形
成

し
て

い
る
土
地

の
区
画

（
2）

動
物

の
生
息
地
（

繁
殖
地
又
は

渡
来
地
を
含
む
。
）

、
植

物
の
生
育
地

又
は

地
形
若
し
く

は
地
質

の
所

在
地

（
特

異
な

自
然
の
現

象
を
生
じ
て

い
る
土

地
を
含
む

。
）

（
3）

市
街

地
及
び
そ
の

周
辺
地
域
の

う
ち
、
良
好
な
緑
地

を
形

成
し
て
い
る

土
地

の
区
域

・
昭
和
5
1
年

ト
キ
サ
タ
マ
ッ
プ
湿
原
地
区
（

面
積

4
5
.
5
 
）

・
昭
和
5
1
年

勇
払
川
旧
古
川
地
区
（
面
積
1
1
.
1
 
）

・
昭
和
5
4
年

樽
前
ガ
ロ
ー
地
区
（
面
積
8
.
6
 
）

・
平
成

2
年

ウ
ト
ナ
イ
沼
南
東
部
砂
丘
地
区

（
面

積
6
4
.
5
 
）

・
平
成

7
年

沼
ノ
端
拓
勇
樹
林
地
区
（
面
積

3
.
2
 

）

１
指
定
根
拠

２
指
定
の
要
件
(
次
の
い

ず
れ
か
に

該
当
）

３
苫
小

牧
市
自

然
環
境

保
全
地

区
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市
長
公

約
【

５
期

目
】

・
市

政
に

臨
む

基
本
方

針
（

参
考

）

良
好
な
自

然
環
境
の

保
全
と

活
用
に

取
り
組
む
と
と
も

に
、
野
生

動
物
対
策
を
強

化
し
ま
す

①
苫
小

牧
の
景
勝

地
に
お

い
て
、

環
境
保
護
と
有
効

活
用
が
両

立
で
き
る
整
備

に
取
り
組
み

ま
す

市
長
公
約
に
お
け
る
樽
前
ガ

ロ
ー
の

有
効

活
用

市
政
に
臨
む
基
本

方
針

自
然

を
生

か
し

、
環

境
と

調
和

の
と

れ
た

美
し

い
ま

ち
苫

小
牧

守
り

ま
す

！

北
大
演
習

林
を
活
用
し
た

森
林
セ
ラ

ピ
ー
の
推

進
、
保
全

を
優

先
し

た
樽

前
ガ

ロ
ー

の
有

効
活
用

、
ト

キ
サ
タ

マ
ッ
プ
湿

原
地
区
の
環
境

調
査
実
施

具
体
的
な

取
組
と
し

て

自
然

環
境

の
保

全
と

活
用

、
野

生
動

物
対

策
に

取
り

組
み

ま
す

具
体
的
な

取
組
と
し

て

北
大
演

習
林
を
活
用

し
た
森

林
セ
ラ

ピ
ー
や
自
然

観
察
会

を
実

施
し
、
市
民

の
健

康
増
進
を

図
る
と
と

も
に

、
樽
前

ガ
ロ

ー
や
ト

キ
サ
タ

マ
ッ

プ
の

湿
原

地
区

に
つ
い

て
は

、
保

全
を

優
先

し
つ

つ
、

有
効

的
な

利
活

用

を
進

め
て

ま
い

り
ま

す
。

（
略
）
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『樽前ガロー地区のあり方』検討に係るスケジュール 

 

〇令和４年度 

 ・樽前ガロー地区のあり方を検討する上での課題の洗い出し（令和４年度中を予定） 

 

〇令和５年度 

・審議会委員による樽前ガロー地区の視察（５～６月を予定） 

・視察を終えてのグループワークの実施（６～７月を予定） 

・グループワーク実施結果の検討により、樽前ガロー地区のあり方（素案）を作成 

（９～１２月を予定） 

・樽前ガロー地区のあり方（案）を作成（１～３月を予定） 

 

〇令和６年度 

・議会に対して、樽前ガロー地区のあり方（案）の報告（６月を予定） 

・樽前ガロー地区のあり方の決定（６～７月を予定） 
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